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令和７年度 第 2回教育課程編成委員会 議事録 

 

日 時：令和 8年 3月 3日（火） 19時 00分～20時 30分 

場 所：熊本総合医療リハビリテーション学院１号館  会議室 2 

出席者：19名 

〈学外委員〉７名 

平田 好文（熊本託麻台リハビリテーション病院 理事長） 

牛島 由紀雄（一般社団法人 熊本県作業療法士会 会長） 

      （山鹿市民医療センター リハビリテーション科 作業療法士長） 

大橋 妙子（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 理学療法課 課長補佐） 

今田 吉彦（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 作業療法課 課長） 

黒田 彰紀（熊本赤十字病院 臨床工学部付 係長） 

上野 敏輝（徳田義肢製作所 装具部 営業課 課長） 

丸山 修 （熊本市消防局 警防部首席審議員 兼 救急課長） 

〈学内委員〉12名 

牛島学院長、山本顧問、中原副学院長、坂崎副学院長、山中企画広報室長、 

池田耕研究部長、鬼塚事務部長、髙木教育部長兼作業療法学科学科長、 

福島理学療法学科学科長、龍臨床工学学科学科長、本田義肢装具学科学科長、 

池田光救急救命学科顧問兼学科長 

 

１．開会 

 

２．学院長あいさつ 

牛島学院長より、開会にあたり挨拶が行われた。 

 

３．議事録確認 

牛島委員長より前委員会の議事録確認が行われた。また、要約版の議事録については、後日ホー

ムページにて公表することが確認された。 

 

４．議事 

（１）教育課程の現状と新たな方向性について 

はじめに、牛島委員長より委員会の進め方について説明が行われ、続いて学内委員より会議資

料に沿って「教育課程の現状と新たな方向性について」の説明が行われた。その後、学科ごとに

分科会が開かれ、分科会終了後は全体会において、分科会の報告及び意見交換が行われた。 

 

分科会及び全体会において、学外委員より示された意見や考えは次の通り。 

 

１．自分の学習状況を客観的に捉えるという点では、「やった分だけ点数が取れ、取れなかっ

たのはやらなかったからだ」といった形で成果を振り返る機会が定期的にあることは、学生

にとって良い刺激になると思う。 

 

２．タイムマネジメントについて学生にどう意識させ、限られた時間の中で自分の力で必要な

ことをやり遂げるスキルを身につけさせるかが重要である。そのためには、学校や授業以外

の空き時間をどう活用し、自分なりに課題へ区切りをつけて取り組む力を身につけさせるこ
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とが、教員側にとって大きな課題だと思う。 

 

３．学生時代に多様な社会経験を積ませることの重要性は理解しつつも、国家試験の合格を見

据えるなら、「最低限これだけは必ず身につけさせる」という内容を、講義の中で過不足な

く効率的に扱えていることが高い合格率につながるのだと思う。授業内容を国家試験としっ

かり結びつけることができれば、時間の活用方法についての道筋が見えてくると思う。 

 

４．コンピュータのパワーポイント画面を使用した授業が主流となった結果、スライドを進め

て質問を促すだけで授業が終わってしまい、授業の中で「このように考えると良い」など、

教員の経験に基づいた事例を伝える機会が失われている。「生きる力」、「働く力」というの

を講義の中で身につけさせていくことも大切である。 

 

５．昔のように知識を与えるだけの説明的な授業では不十分で、今は、学生の心に刺さり記憶

に残る授業が求められている。知識は端末で簡単に得られるため、学生が満足できる授業づ

くりをしなければならない。 

 

６．昨年 12 月の国会で「高次脳機能障害者支援法」が成立した。令和 8 年度診療報酬の改定

では、回復期リハビリテーション病棟入院料等の評価体系及び要件の見直しが行われ、高次

脳機能障害と診断を受けた患者を追加することが決定した。高次脳機能障害の患者の対応と

その家族の支援については、非常に難しく敬遠されがちであったため、家族が声を上げて法

制化に至った背景がある。よって、作業療法士の学生には、学生時代から高次脳機能障害に

ついて十分に教育しておく必要があると思われる。 

 

７．2025年以降、団塊の世代が後期高齢者となり、要支援・要介護者が急増し、介護保険制度

の維持が極めて困難になることが予測されている。現在、日本では高齢者の多くがフレイル

やフレイル予備群、認知症を抱えている。また転倒による骨折の最大の原因はフレイルであ

り、要介護状態を防ぐためには、元気な高齢者がフレイル状態に陥らないようにすることが

最も重要とされている。そして、高齢者を介護する家族自身もフレイルであり、結果、老々

介護が多い。介護者の状態を評価せずにリハビリテーションを進めると、介護者が先に倒れ

てしまうケースもある。そのため学生達はこのような「介護者も含めたフレイル問題」を前

提として地域を支えなければならないという意識と、今までとは異なる視点を持つ必要があ

ると思われる。 

 

８．1、2年生の合同授業を通して、2年生の先輩たちの学習に臨む姿勢が 1年生に良い影響を

与え、双方にとって有益な機会として広がることが望ましい。 

 

９．非常勤講師が担当していた科目を学内講師へ移行するにあたり、その取り組みがより良い

成果につながるよう、力を発揮していただきたい。 

 

10．さまざまな学生が入学してくると思うが、自分自身も入学前は工学系の学習が乏しかった

ため、よく分からないまま手探りで勉強していたことを覚えている。カリキュラムを振り分

けて、各学年において工学系の学習を進めていく方法は非常に良いと思う。 
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11．国家試験対策学習の取り組みについては、「どのくらいの時期に何点取れるようにする」

とか「平均点をどのくらいまで上げる」等の目標を定めてみてはどうか。 

 

12．フットケアの学習は他校にはない強みであり、就職面でも有利に働くと思われる。さらに、

デジタル分野では CAD-CAM やプログラミング、3D 技術などが進化しており、難易度の高い

領域だからこそ、学生がこれらを身につけていると大きな差別化につながると思われる。そ

のようなスキルを備えた学生が就職してくれれば、企業としては非常に嬉しい。 

 

13．AIの活用には利点がある一方、誤情報のリスクもあるため、適切な指導が必要である。 

 

14．知識と臨床判断の統合は重要であり、専門的教育の強化によりコミュニケーション能力の

向上も期待できる。 

 

15．成績が低めの学生にとって、AI を活用した学習支援が大きな効果を発揮するものを感じ

ており、従来の学習方法では補えなかった部分が AI によって補える可能性がある。今後は 

AI を活用した教育が、学習が苦手な学生にとって非常に強力な武器になっていくのではな

いかと考えている。 

 

16．臨床実習には、「必ず実施又は見学させる行為」という項目がある。このことについては、

事前に指導者会議で十分な説明もあり、文書でも連絡いただいていたので、混乱はなかった

と思われる。また、学内実習において、実習レポートを実習時間内に記述させて提出を義務

付ける等、学生の習得に取り組まれている点は評価したい。 

 

17．義肢装具学科の臨床実習指導者講習の実施に関して、実習指導者には早めに受講してもら

えるよう、今後の動きや必要な情報を対象者に積極的に共有していただきたい。今後 2～3

年で、この資格がないと実習生を受け入れられなくなる可能性もあるため、早期のアナウン

スが重要である。「研修を受けてまで実習生を受け入れなければならないのか？」とネガテ

ィブな声もあがってくる可能性もあるが、「後進育成のために必要である」ことを前向きに

伝え、ご理解いただくことが重要である。 

 

18．学生たちが指示待ちにならないよう、「どうしたら良いか」という学生からの問いに対し

ては「どうしたら良いと思うか」と学生に問い返すなど、まず自分で考えさせる姿勢を育て

ることが大切だと思われる。（考え方が他と異なっていたとしても）、言葉に出させて、それ

を聞き、本人に考えさせることが大事であると思う。 

 

19．学生にアウトプットを促すことが重要であり、アウトプットできないのは学生自身へのイ

ンプット不足が原因だと捉えている。従って、教員が意識的に働きかけ続ける必要があり、

その姿勢が育つと、学生は空き時間にも自ら積極的にインプットに取り組むようになる。 

 

20．大きな目標を一度に示されると動きづらい一方で、「少しだけ頑張るとするなら何ができ

る？」といった問いかけであれば、学生も取り組みやすい。想像もつかないほど大きな課題
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を提示するより、「ちょっと」という言葉で小さな一歩を促す方が、前向きに考えられるき

っかけになる。 

 

21．先生方が専門職として経験された心が震えるような出来事は、ぜひ学生に自分の言葉で伝

えてほしい。そうしたリアルな体験談こそ、学生の心にも響き、同じように胸を震わせるき

っかけになると思う。 

 

22．基礎学力とその後の成績との間に強い相関があることについては、学生自身が基礎学力と

成績との関係性について理解できるように説明した方が良いのではないか。早いうちから危

機感を感じさせて基礎学力の強化に取り組ませることも必要かと思う。 

 

23．指導方針を見直し柔軟な指導への転換が行われたことについて、適切な負荷としての「厳

しさ」は必要であるが、過度な心理的負担は避けるべきである。指導方針の転換が退学者減

少につながった点は評価できる。学力の二極化については継続的な課題であり、低学力学生

の意欲向上に向けた取組の強化が求められる。 

 

24．消防の立場からだが、体力面への不安を理由に消防機関への就職を敬遠する学生がいると

の情報を得ている。救急救命士の魅力は、プレホスピタル領域において主体的に判断し人命

救助に関わる点にある。病院勤務では医師や看護師が中心となるため役割が限定される側面

もあり、両者の違いを理解させることが重要である。全国救急隊員シンポジウムへの学生参

加は、職業理解の促進に寄与したと考えられる。 

 

25．3 年制課程に魅力を感じて入学した学生が実際にいることを踏まえると、3 年制課程への

移行は現時点で確実にプラスに働いていると言える。 

 

26．学生が「入学してよかった」と感じてくれれば、その声自体が大きな宣伝効果となり、良

い循環が生まれていくと思う。 

 

27．作業療法士を目指す志願者が少ない現状を受け、熊本県作業療法士会としても養成校の学

生募集活動を支援していきたいと考えている。 

 

28．熊本県臨床工学技士会でも志願者の減少は危惧しているところである。中学生・高校生が

臨床工学技士に興味をもつためにはどのような方法があるかを議論しているが、難しさを感

じている。理学療法士や救急救命士の認知度は高い。例えば、今年はパラリンピックも開催

されているが、このような年は義肢装具士の認知度は上がる。それに比べれば臨床工学技士

はメディアに取り上げられる機会もなく、認知度向上は難しい。 

 

29．政治活動として義肢装具技士の議員連盟は、製作所やメーカーなどの業界が危機感を持っ

て精力的に活動しているようである。臨床工学技士の議員連盟の設立は比較的最近のことで

あり、今後、他団体のように積極的な活動が展開されることを期待したい。 

 

５．その他 
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  （１）牛島委員長より、委員としての任期（2 年）が 3 月をもって満了を迎えるが、可能であれば

次年度以降も引き続き委員をお願いしたいという意向が示された。 

（２）令和 8年度第 1回教育課程編成委員会の開催日時については、今後調整することを確認した。 

 

６．閉会 

 


